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新年あいさつ

SPR一SE工法用プロフアイルがⅡ類資器材に登録

令和4年度安全大会を開催



讚年のおblさつ
日本 SPR工法協会 会長

神山 守

新年あけましておめでとうございます。本年

が皆様にとって素晴らしい一年となりますこと

を心よりお祈 り中し上げます。

新年を迎え、新型コロナウイルス感染症の日

本上陸以来 3年余 りが経ちました。感染流行の

波を繰 り返す中で、社会全体が「whhコ ロナ」

にも徐々に順応 してきており、以前の生活を取

り戻すまであと一歩といったところです.

当協会においても、総会を以前のように対面

で開催し、安全大会も3年ぶ りに開催すること

ができました。また、デモ施工のような従前の

取組みが復活し、少しずつ元の活動が戻ってき

ていることを実感しています。コロナ禍におい

て当協会では講習会のオンライン化を進めて参

りましたが、今後はそうした新しい方法も取 り

入れつつ、品質の向上を意識した対面での研修

活動にも努めて参る所存です。

世界的な物価上昇やロシアのウクライナ侵

攻、急激な円安相場等の影響により、会員の皆

様にとっても先行きの不透明感が増してきてい

る状況だとは思いますが、各地方公共団体では

ス トックマネジメントの取組みを進めてお り、

「防災・減災、国土強靭化のための 5か年加速

化対策」の促進と相まって、管更生の需要はま

すます高まっています.ユ ーザーの要望に対し

て安定的に高1粘 質の製品を提供すべ く施工技術

のレベルアップを図り、同時に競争力の確保に

も繋げていきたいと考えております。開発者と

連携 しながら更なる技術開発にも努めて参 りま

すので、会員の皆様におかれましても、ご協力

いただきますようお願い致します。
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Ⅱ類認定適用資器材「下水道用硬質塩化ビニル製管更生材Jについては、平成 18年に SPR工

法用プロファイルが登録されて以後、製管工法用更生材で 3資器材、自立管形成i[法用更生材で

2資器材の登録があり、うち自立管形成工法用更生材については令和 2年に I類規格化 (」SWAS
K-19)さ れていました。呼び幅が異なる専用プロファイル 6種類 (53～ 97mm)を登録範囲とし

ています。

自立管製管工法については、 (公財)日 本下水道新技術機構が東京都下水道サービスm、 積水化

学工業嗜力、足立建設工業中との共同研究による「自立管製管工法 (ら 旋巻管)に 関する技術資料」

が発刊され、要求性能や構造計算手法が確立されています。同技術資料に準拠するものについては、

「管きょ更生工法における設計・施工管理ガイドラインー2017年版―」の適用対象とされており、

SPR― SE工法用プロファイルがⅡ類認定適用資器材に登録されたことで、今後より活用が進むも

のと期待されます.

<参考 >
・SPR工法用プロファイル :

・オメガライナ=工法用パイプ :

Ⅱ類認定適用資器材として登録 (平成 18年 )

I類認定適用資器材 (」 SWAS K19)に 指定 (令和 2年 )

.ヽ.

滋賀栗東工場での性能確認試験 SPR― SE工法用プロファイル

N09813
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轟筆纂芽籍讐量舞難骰

当協会は 10月 26日 に令和 4年

度安全大会を都内で開きましたcコ

ロナ禍の影響で 3年ぶりの開催とな

りました。神山守会長は「発注者の

信頼を確固たるものにするためには

品質確保はもちろん安全な施工管

理が前提となる。事故を絶対に起こ

さないという決意のもと、安全第一

で工事に取り組んでいただきたい」

とあいさつ。

来賓としてお招きした (一社)日

本管路更生工法品質確保協会の友

部秀久事務局長は「管更生は今後老朽管の増加とと

もに需要が高まる。安全管理を行い施工に携わって

ほしい」と呼びかけました。

安全表彰では、工事の安全対策に取 り荘lん だ

10社 を表彰しました。表彰者を代表してllll奥 村組

東京支店の梅沢雄一統括部長が「昨今の公共工

事を取り巻く厳しい環境の中で安全確実な施Iが

求められているc今 回の受賞を励みに更に向上さ

せていきたい」 と謝辞を述べられました。

また、安全発表では、北立建設工業いの村田興

平次長が「SPR工法における安全対策Jと 題 して

発表を行いました。SPR工法におけるヒヤリハット

事例のアンケートをもとに事故原因を分析。事故防

上の具体事例を提示し、同

社における対応状況を紹介

しました。

特別講演では、安全・品

質コンサルタントの清水孝

久氏が「航空業界における

安全と事故防止Jと 題して、

エラーやルール違反が発生することを前提に事故防

止を考える「ヒューマンファクターズ」について解説し

ました (次頁にIII演 概要を掲載 ).

l

|

3年ぶりに安全大会を開催

村田次長

神山会長 品確協 友部事務局長 田奥村組東京支店の梅沢統括部長が謝辞

4 1sPRニ ュース 2023年 1月 号
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北 海 道 支 部

東 北 支 部

東 京 支 部

北 関 東 支 部

南 関 東 支 部

l■l龍田正務店

豊産管理 l■l

い奥村組東京支店

初雁興業l■l

l■l友希土木

各支部から10社を表彰

陸 支 部

海 支 部

西 支 部

四国支部

州 支 部

:l■l神高

:大 日本土木l■l名古屋支店

:村上建設l■l

:アイエンエ業い

:森永建設l■l

北

東

関

中

九

・メ咸蛉軋隕儡颯鸞骰
1977年 3月 にテネリフェ島のロス・ロデオス空港でジャ

ンボ機衝突事故が発生、583人 が死亡する航空史上

最悪の事故が発生しました。事故の要因は一つではな

く、やむを得ず 思い込み、急いでいた、アドバイス

を無視、勘違いといった人間ならではの特性である複

数の要因がありました。この事故を契機にこういった

人間特性を前提とした事故防止=ヒ ューマンファクター

ズが提唱されるようになりました。ヒューマンファクター

ズの基本の考え方は、エラーをゼロにはできないが、

エラーの影響をコントロールすることはできる (事故を

防ぐことはできる)ですЭそして、複数のエラーがチェー

ンのように連なったときに事故は発生しま現

。人呂藉1は

人間の特性はエラーとバイオレーションの 2つに分

けられます。エラーはルールを認識していなかったこと、

バイオレーションはルールを知っていて意図的に守らな

いことと、この 2つ は根本的に異なりま現 しかし、

両方ともゼロにすることはできません。そこで、エラー

には理解を示し、バイオレー

ションには看過しないことが

重要です。

0菫ラ攣マ窯ジメ瘍馘
エラーやバイオレーション

を少なくするにはマネジメントをする必要がありま九

エラーマネジメントにはエラーやルール違反が発生しな

い仕組みや、それらを検知する仕組みも必要ですが、

自分や仲間が気付く、確認や確かめといった行動を取

ることが重要で丸 チーム・組織で「なぜ事故を防止

するのかJと いう意識を共有することで事故防止の強

化につながります。

0なと晰
人は必ずエラーやルール違反をします。それがチェー

ンのように連なることで、事故が発生しま丸 事故を

発生させない仕組みづくりと自分・イ中間の確認・確か

めの両方を行うことで、このエラーチェーンを切ること

ができ、事故防止につながりますじ皆さまの現場でも

実践して頂けますと幸いで丸

清水氏

N09815



北関東支部は 11月 1日 に群馬県内で

北関東支部設立 20周年記念式典を開

催しました。新型コロナウイルスの影響

で 20周年から2年遅れの開催となりま

した。冒頭、徳山良一支部長は「新潟

県と埼玉県での工法研究会の立ち上げ

が原点だったが、今では茨城・栃木・

群馬・山梨 。長野も加えた 7県を管轄し

支部会員も134社 と大きな組織となっ

たJと 感慨深く語りました。

式典では (一社)日 本管路更生工法

品質確保協会の小川健一会長、当協会

の宇田川孝之専務理事を来賓としてお招

きし、これまでの同支部が歩んできた道

程に賛辞を送るとともに当協会のさらな

る飛躍にエールを送りました。

また品確協の友部秀久事務局長が

「管路更生工の技能職種制度への取り

組み」をテーマに講演を行い、参加者

は熱心に耳を傾けていました。

徳山支部長 品確協・小川会長

記念式典全景

●畢譲麟鰊尚難惧鶴鶉脱嬢 綾無鑽鑽震嬢 :裏 魏鱗
「下水道管更生技術施工展 2022長 崎 (主催 :

(公社)日 本 ド水道管路管理業協会)Jが 10月

20日 に大村市内で開催されました。

42社・団体らが管更生・修繕・防食・耐震化・

調査診断・洗浄・安全管理等に関わる多彩な製

品技術をデモンストレーションを交えて披露し、

地方公共団体、 メーカー、コンサルタント等約

1,500名が来場しました。

当協会では SPRブ ラック号による自走式 SPR

工法の製管デモ施工とインディブルー写^に よるオ

メガライナ‐工法の拡径デモ施工、SPR― SE:ll法

の紹介を行いましたc当日は学生達も来訪し、熱

心に見学して頂きました。

SPRブ ラック号による製管デモ施工 SPR― SE工法を紹介

●|ヽIRI=●|■|ス■12●2,1年11町号



各支部では下記の表のとお り、デモ施工を開催 しま した。

(番号を振 つている催事は表の下に写真を掲載 しています )

9月 6日 出前講座 函館111業 高校 ①

北 海 道  ″

9月 7日

函館市職員等対象デモ施工 1函館環境衛生巾

室蘭市等職員対象デモ施工 室蘭市役所

東

北 関 東

9月 13日 デモ施エキャラバン202an東北 北東北 能代市・秋田県能代地区土地改良区

9月 14日 青森市・浪岡中央公民館 ②

9月 15日 矢巾町・盛岡地区勤労者共同福祉センター

10月 12日 デモ施 Tキャラバン202an東北 南東北 会津若松市内

10月 13日 山形市・協同の社 JA lll修 センター

0月 24回

0月 25日

0月 26日
―

― ―                   ―

     |

甲府市上下水道局

川国市内

新潟県流域下水道事務所 ③

東 一只
9月 21回

｀GS 第 29同 下水道技術研修講座

再構築の設計)

東京都下水道局・下水道技術実習センター

(砂‖]水再生センター)

9月 22日 令 和 4 年度 管渠更生工法研修会 ④

南 関 東 9月 26日 横浜市 SPR「法協会説明会      1 横浜市環境創造局南部下水道事務所 ⑤

Jヒ   ル|

中・四国

10月 5日

7月 25日

管更生地上デモ施工見学会 1 高岡テクノドーム

松山市管更生デモ施工説明会 1松山

⑥
一

7月 26H 香川県管更生デモ施工説F/1会 1 瀬戸大橋記念公園

8月 23H 山口大学管更生デモ説明会 山口大学施設内

8月 24日 倉敷市管更生デモ施工説明会 倉敷市玉島下水処理場

8月 25日 三原市管更生合同デモ施工 三原市新倉ポンプ場

rl==■ |1讐
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関西支部は 11月 9、 10日 にインテックス大阪

で開催された「建設技術展 2022近畿」に出展し

ました。SPR工法、オメガライナーエ法、SPR

SE工法のポスター展示と更生材の展示を行い、

老朽化するインフラの維持管理に対応する情報発

信を行いました。

71‐意彗

老朽化対策に向けて情報を発信

●漑鼈謳櫻蒻診ヅリ難る選I輻鶉
日本人学生産工学部土木工学科では、平成 29

年度から東京都下水道サービスと(一社)日 本管

路更生工法 |マ1質確保協会と協力協定を締結し、

下水道管路メンテナンスの講義 (管路更生大学)

を開催していま丸

令和 4年度は 10月 18日 から5回の講義を行い、

最終講義である11月 4日 には同大学津田沼キャン

パスにて、デモ施工を開催しました。当日は同学

科のマネジメントコースおよび都市環境コースの学

生とともに、地方公共団体職員の方にも見学して

頂きました。

デモ施工では当協会も参加し、自走式 SPR I:

法の製管デモ施工とオメガライナーエ法の拡径デ

モ施111を 行いました。また会員企業に就職した日

本1大学の卒業生が各工法の説明を行いました。
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■   来る令和 5年 4月 27日 に第 34期定時総会を開催します。総会後には懇親会を行う予定 (新型コ

■  ロナウイルスの感染状況により変更)ですので、会員の皆様におかれましては、ど多忙中とは存じます

■  が、万障お繰り合わせの上、ど出席くださいますようお願い申し上げます。

1   日時 :令和 5年 4月 27日 (木 )

1   場所 :明治記念館 〒 107-8507東 京都港区元赤坂2丁目2-23 丁EL:03-3403-1171

1   ※GW前日の開催となりますので、交通手段の手配は早めにお願いいたします。

製管デモ施工を熱心に見学 日本大学の卒業生が工法説明


